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臨床研修ワーキングにおける報告事項と主な意見について（報告） 
 

 

 ◎ 経緯等  
 
○ 令和４年１月 31 日に令和３年度第１回臨床研修ワーキングを開催し、臨床

研修マッチング状況の報告を行ったほか、本県の臨床研修医の確保に係る課

題、今後の対応等に係る協議・検討を行い、次の意見が出されたところ。 
 
 ◎ 臨床研修ワーキングでの報告事項  

 
○ 令和３年度医師臨床研修マッチング結果 

・ 臨床研修医のマッチング目標 120 名に対して、マッチ者数は 120 名であり、二次

募集でも 10 名ほどが内定している。 

・ 二次募集も含めて、イノベーター育成臨床研修コースに 17 名、海外留学制度に

５名が内定している（重複を含む）。 

 
◎ 臨床研修ワーキングでの主な意見  
 
１ 臨床研修医確保に向けた目標設定 

・ 来年度（令和５年度研修開始）の医師臨床研修マッチングのマッチ者について、

150 名を目標としてはどうか。 

 

２ 病院間の課題を共有する場の創設 

・ 臨床研修医を受け入れている全病院で連携するための連絡会など、指導に関する

課題やノウハウの共有、指導医の先生方のスキルの共有、育成等を図っていく場

が必要ではないか。 
（連絡会等の例） 
・ プログラム責任者と研修病院の連絡会 
・ 実際に指導にあたる若手を含めた指導医の連絡会 
・ 指導医講習会を補完する勉強会 

 
＜連絡会等を活かして検討する内容＞ 

① 研修プログラムの充実 

・ 令和３年度マッチングでは、病院独自のプログラムを作成した病院で数年ぶ

りのマッチングにつながるなど効果が出ており、一定の層にニーズがあるこ

とがうかがえる。 
・ 特に定員に余裕がある病院において、病院の強みを活かした特色あるプログ

ラムの創設を検討してはどうか。 
 
② 効果的な情報発信 

・ 県ポータルサイトをブラッシュアップ（導線の明確化、コンテンツの充実）と

あわせて、各病院のホームページもブラッシュアップしてはどうか。 
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・ 病院によって情報発信の充実度に差があるため、県がプロトタイプを作るな

どして効果的に発信できないか。 
・ SNS での情報発信は勉強会の集客でも非常に反響があったことから、うまく

活用できないか。 
 
③ 教育体制の充実 

・ 指導医がすべての指導を担当することは困難なので、屋根瓦方式の指導を機

能させることが必要ではないか。 
・ フルマッチ病院からヒアリングを行い、研修医受入れに関するノウハウ等を

臨床研修病院全体で共有できるようにしてはどうか。 
（共有する内容の例） 
・ 診療科ごとの到達目標・具体的な研修内容（カンファやレクチャー等） 
・ 受け持ち患者の数 
・ 病院全体で育てる意識の醸成 
・ コメディカルとの連携 

・ 指導医や教育担当者が後輩医師を育てることに対してインセンティブを付与

するなど、評価される仕組みを作っていただきたい。 
 

３ 令和５年度の募集定員の設定 

・ 募集定員を上限まで配分しなかった都道府県は翌年度の定員削減につながるこ

とが明確に示されたことから、定員を維持するため令和５年度の募集定員は 220

名の上限まで配分してはどうか。 

・ マッチ者数 150 名を達成するために、フルマッチ病院やフルマッチしかけてい

る病院を中心に募集定員の増員を検討してはどうか。（ただし、更なる引上げの

余地は少なく、県全体での研修医確保力を向上させる必要がある） 

・ ハード面の整備や指導医負担の軽減の施策については、県で検討を行う。 

 
＜募集定員増員のための対応策＞ 

○ 協力病院と連携したプログラムの設定 

・ 協力病院と連携したプログラムであれば、少ない指導医負担で臨床研修医を

受け入れることができるのではないか。 

・ 外の病院で研修することに不満を抱く学生もいるため、自院で２年間研修す

るプログラムと、協力病院と連携するプログラムを切り分けて募集してはど

うか。 

例:新潟県立病院臨床研修コンソーシアム(基幹病院：新発田病院)プログラム 

・ 定員に余裕のある県内臨床研修病院を基幹として、医師多数県の人気病院を

協力病院とする連携プログラムを組んではどうか。 

 
 

 

 

 

 



3 
 

４ その他  

＜医学生の臨床実習受入れ＞ 

・ 令和５年度から地域枠を新設する大学から、地域枠以外の学生も臨床実習や臨

床研修を受け入れてほしいという声があるので、県外大学の医学生の臨床実習

等を積極的に受け入れてはどうか。 
・ コロナウイルス流行下においても県内出身の県外大学医学生たちを積極的に受

け入れたことが今年度のマッチにつながったと感じている。 
・ 県外大学からも学生を引き受けることでコネクションが生まれ、将来的な初期

研修先として認識されることにつながるのではないか。 
・ 臨床実習を受け入れている病院が勧誘を積極的に行ってはどうか。 

 
＜その他＞ 

・ 学生は年齢の近い研修医と話すので、研修医がいて相談できるという環境が大事

であり、そのような環境の整った病院が増えることで、研修医も雪だるま式に増

えていくのではないか。 
・ 新規プログラムやイノベーター育成臨床研修コース、海外留学支援制度などでマ

ッチ者が増加したが、今後は持続性や定着率なども考えていく必要がある。 
・ 学生や研修医はクチコミを一番大事にしており、今回の増加した研修医の反応は

数年後に出てくるので、しっかり教育していかなければならない。 
・ アンケートにより新潟大学の学生の意識調査を実施し、そこから予測・分析され

た卒後の動向などを研修病院全体で共有できる仕組みづくり大切ではないか。 

 
 ◎ 今後の対応（案）  

 
来年度の医師臨床研修マッチングにおけるマッチ者数 150 名の目標達成に向け

て、県と臨床研修病院が連携し、主な意見の取組実施に向けた具体的な検討を行う。 


